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昭和４ｓ年秋及び昭和４ｓ年冬における調査結果について

目 次

緒＝……･･･…………．.………･…………………………………………１Ｉ

Ⅱ 調査方法…･………………………………．.……･………………………．.…１

１）調査地点…………………..………･………･………………．.１

２）調査時期………･………………･……･･…..…………………２

５）魚の捕獲方法と測定方法…･…･……･…･……･………………･…２

調査結果．.……………･…..………･….．……………………･………………５

１）出現魚種…………………………･……･…………………･…５

２）魚類相の水平分布…………………………………..…………･……５

文献……………………………･･･…………………………･…………・・７

Ⅲ

Ⅳ

実施機関と担当者温水魚研究部

高橋歌之介枡内智川名俊雄坪川'慎二斉藤実

中村多恵子小倉正幸

奥多摩分場

田中未満飯村利男伊藤茂（現温水魚研究部）

Ｕｌ塗Ｌ≦Ｌ亘一旦］

￣￣￣~￣￣



●

畷
糞`￣

【｢ｒ緒言〕
■蕾者の1人は刊tの頃,昭和24年頃であったがｹよく多摩川へ遊びに行った。その頃の多摩

1iﾙﾎﾟまことにきれいで，二子玉川や砧でよく泳いだものであった。まだまわりの家はまばらで，

Iilに来ている人の姿も少なく，子tji5心に実にのびのびと遊べたような気がする。また,~春になる
函丸子の堰の下に釣りに行ったが，アユがよく釣れた。岩壁に腰をおろして釣りをしていると，

ろぎのぬれた岩の上をかわいいウナギハ懸命によじのぼっていくのがみられたものであった。

”多摩１１|もいまやみるかげもなく汚されてしまい，丸子の堰の下には毎日白い泡がもりあがっ

て）夙にとばされている。川をのぞいてみるとイトミミズが沢山:うごめいて，まるでドプ川みた

いになってしまっているところもある。 １iバキiJjhi．．

〕こんな汚ｽﾞした多摩川であるが，洪水敦に作られた公園やグランミドでは，青少年がスポーツにき

上)う;Lじ，子供達が遊びたわむれている。また，中流から上流にかけ剛}|敦｢にば多くAの雑草が生い

しげり,L野鳥がとぴかり，いろいろの昆虫もみられる。東京の；ようにｊど豊んどん自然の失なわれ

ていく都会のなかにあっては，数少ない貴重な自然環境の一つjとい':えよ－う６;また“最近は下水処

理施設が急速に整備されつつありケ多摩川もやっと汚れからの回復へとあしぷみなはじめたとこ

ろといえる０－

本調査は多摩川自然環境調査の一環として，建設省京浜工事事務所より委託されたものであり,期

間は昭和４８年１０月から４９年９月までの－年間である。すべての調査が終っていないので，

線の解折はまだなされていないが，とりあえず４８年度に行つ１k二秋了:P冬の訴査結果についてと

り雷とめたか

（Ｉ調査方法〕

;』鍬～調査地点へ

ノキ.:円調査地点は多摩川河口から奥多摩'町氷)||まで５０地点いけ《た６２，回の調査のうち，その

ｉｊ:；亡時の河川の状況，その他の事情によって，２～5ケ所調査地点が減るｌごとはあったが，基本

Ｂとなる地点２７については変えていない。そのようすは図１に示した.「

い［原則として，堰のあるところはその上・下ともに調査地点とした。日野橋から下流につい

ては２～５伽間隔で調査地‘点をもうけ，魚の変化の少ない日野橋上流地`点では地点間隔をな

…￣がくした。また，１調査地点内ではできうるかぎり，瀬及び，淵の両方を調査するようにし

霧′§た。

7ヅノー調査地点の最上流部は氷川の昭和大橋で，最下流部は大師橋である。これらの調査地点で

－１－
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特徴的なものをあげれば，昭和大橋のすぐ上流には支流の日原)'|と本流の合流地点があり，

日原川では採石工事によると思われる影響をうけて,しばしば水がアルカリ性となり"魚力１

壊滅的な打げきをうけることが知られている。東秋)'|橋と沢戸橋は支流の秋川にあり，棚,，

ｉ土拝島橋の上流で本ii6と合流する。また，新井橋は支流の'浅川にあり，日野橋の下流で本､ｉ

と合流する。(調査地点二子橋上（砧){と赤岩の間に野川・側'|からの汚れた水力§本流に流れ

こんでおり〆赤岩は二子橋上とくらべて汚れが目立っている。丸子の堰の下かIう研感潮部とな‘

っており，ここではかってマルタ等の汽水性の魚がかなりとれたことが知られているひ

各調査地点別の河)||状況，及び-漁獲方法別の漁獲ポイントを図２～２６に示しだ。

２調査時期

４８年度における調査は秋期と冬期にわけて行った｡調査地点が２７～５０地点と非常に

多いため,>短期間ですべての地点を調べることは出来ず，’シーズンの調査に１ケ月近い日

数を要Ｍ二･ﾊ,調査§地点毎の調査月日時及び天候，水温等については表１のとおりである。

Ｓ魚類の捕獲方法と測定方法

・魚類の捕獲は投網．小型の地･曳網,',ピ(ンドウの三種を用いた。

投網は日野橋から上旅及び関戸の大部分，大丸堰上下の大部分，多摩川原稿では徒歩によ

り，他の地点はすべて船上より行った。

投網の大きさは，日野橋から上流では主として目合１８１７２mで網丈５ｍのものを，関戸堰か

ら下では同じく２０WWmで5772の|もの，２４１７W､で4.2ｍのあのi，５０１mizで4.8ｍのもの及び杼

８０１ｍで９ｍのものを用いた。投網回数は状況に応じ，名点２０回前後になるよう〈に努めた。

また，投網の操作は各々の地元の漁業者に依頼し，全地点で１０人の漁業者の手をわずらわ

した。

小型の地曳網は関戸橋より下流において，稚魚の生息分布を知るために用いた。地曳網の

大きさは二種あり，大型のものの大きさは袖縄977z，袋網の間口２７，，網丈0.977zで，網

の目合は袖網で１０１７Z（５メソンュ），－袋網で０７５cｍ（７メッシュ）である。小型のものは

袖網4.577Z，袋網の間口1.577z，網丈０７ｍで，網地はもじ網の一種を用い，目合は袖網

１４メッシュ,1j袋網１８メッシュである。ともにうその操作は水深１ｍ以茂流速３０７，/liWM

以下のところで行う準｡へ

ピント・ウは関戸堰下より,下流について使用した。ピンドウは市販の二種類用いた。その１

つは透明のビニール板製で長さ２４cl7z，直径１２cTz，魚の入り口の径３０１７zで，頭部に径４釦

への穴が１６個あいたもので）もう１種類のものはポリエチレン製で竹カゴ状に製型きれてお

－２－



リ，水の流通はきわめてよく，大きさは，長さ５４０１７t，直径１２～'１５０１，，､魚の入り口の径

２５cmである。１調査地点でこれらのピント・ウを交互に５個づっ計↑０個設置し，設置時間

は全て２時間とした。なお，ピンドウの中には，粉末の配合餌料をねり餌として設置してい

る。ピンドウの設置間隔は特に定めなかったが，最低5772は間隔をおいた｡〕

捕獲した魚類は直ちに現場で氷ずげにするか，または５％ホルマリンで固定して水産試験

場にもちかえり，全長，体長，体高，体重，冑内容物，生殖腺重量等を測定した。１部の魚

は年齢査定のため鱗をとりプレパラートに作製した。なおフナ類のように亜種が存在して，

亜種の判定のむずかしい魚種については，背鰭，鯛杷について検索して亜種を定めた｡ト

〔Ⅲ調査結果〕

１出現魚種

過去の調査を含めて，出現魚種をまとめて表２に示した。表中の魚種は，投網が地曳網，

ピンドウでとれたものを全て記入してある。また,】この三つの漁法による捕獲魚以外でも．

調査期間中に生息が確認できたものはすべて記載した。

今回の調査で捕獲または生息が確認できた淡水魚は，ヤマメ，ニジマス，ウグイ，カジカ，

アユ，オイカワ，ニゴイ，コイ，ハクレン，ゲゾゴロウプナ，キンプナ，ギンプナ，タモロ

コ，モツゴ，タイリクパラタナゴ，カワムツ，ツチフキ，カマツカ，卜・ジヨウ，シマドジヨ

ウ，ヨンノポリ，ハス，カダヤン，メダカ，スナヤソメ，ナマズ，アプラハヤの２７種，汽

水ないし内湾性の魚はマハゼ，サッパ，コノンロの５種，合計５０種であった。

過去の記録と比較するために，調査地点を①昭和衝～多摩川橋（羽村堰上），③永田橋

（羽村堰下）～丸子堰，及び③丸子堰下より下流の５区にわげてゑだ。羽村堰上（①）ては

生息魚種についての報告はいままでにない。今回の調査では，ヤマメ，ニジマス，ウグイ，

カジカ，オイカワ，キンブナ，スナヤツメの７種が認められた。羽村堰下から丸子堰（②）

については，中村（昭和２～１０年），大島（昭和５２年），中村（昭和４７年）の報告が

あり，丸子堰より下（③）については大島（昭和５２年）が前記の報告にいっしょに記載し

ている。

、羽村堰下より丸子堰までの出現魚種は，昭和２～１０年には１６種とれており，当時とれ

て今回の調査でとれなかった魚種は，カジカ，ギパチ，ホトケドジョウメヤリタナゴ,『ウナ

ギ，スナヤツメ‘マルタの７種であった。逆に当時とれなくて，今回とれた魚は，ハクレン，

ゲンゴロウプナ，タモロコ，モソゴ，タイリクパラタナゴ，ハスゾツチフキ，カワムツ，

、
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ドジョウ，ヨシノポリ，メダカ，カダヤシ，ナマズ，アプラハヤの１４種であった。ザ

昭和５２年にとれた魚は２５種で，当時とれて今回の調査｢でとれなかった魚は，ギパチ，

ヤリタナゴ，ヒガイ，パラタナゴ，ウナギ，カムルチー，スナヤツメの７種，逆に当魏時とれ

なくて，今回とれた魚は，コイ，ハクレン，ゲンゴロウプナ，タモロコ〆タイリクパラタナ

ゴ,~カワムツ，ハス，カダヤン，アブラハヤの９種であった。

４７年にとれた魚は２２種で，４７年にとれて今回の調査でとれなかった魚は，ウfオギ，

ヤマ,メ，シロヒレヌビラ，ギパチ，カジカ，ジュズカケハゼの６種，逆に４７年にとれなく

て，今回とれたものは，メダカ，ハクレン，ハネ，アユ，カワムツ，カダヤン，アブラハヤ

の７種であった。

以上，羽村堰から丸子堰上（②）までについてまとめてみると，昭和２～１０年，または

５２年までとれて，その後全くとれなかった魚は，マルタ，ヤリタナゴ，￣えびホトクムドジョ

ウの５種であった。

昭和５２年に１時出現したが，その後とれなくなった魚は，ペラタナゴ，カムルチー，ヒ

ガイの５種であった。

昭和２～１０年より今回の調査まで必ずとれる魚は，ウグイ，オイカワルニゴイ，キンプ

ナ，ギンプナ，カマツカ，ンマドジヨウの７種であった。

昭和５２年以降特にふえた魚は，ゲンゴロウプナ，クモロコ，モツゴ，ヴトツヨウ，ヨツノ

ポリ，の５種であった。

今回の調査でとれた魚，２２種のうち，昭和２～１０年からとれていた魚，つまり在来種

と考えられるのは９種で，残りの’５種は移殖魚であり，種類数で実に約、6ぃOWD占めてい

る。種類数の増加原因は主として，他水域からの移殖放流と考えられる。これは純移殖放流

魚と，琵琶湖雇アユの放流の場合にみられるように，目的の放流点にまざって入ってくる混

入移殖魚の二つが考えられる。前者としては，ニジマス，ヤマメ，アユ，コイ，ギンプナ，

ゲンゴロウプナ，ウグイ，マルタ，ヤイカワ，ハクレン等があり，そのうち,毎年放流して

いる魚としてはニジマス，ヤマメ，アユ，コイ，ゲンゴロウブナミ，ウグイの６種があり，年

により放流することのある魚としては，ギンプナ，マルタ，オイカワ，ハクレン等がある。

更にこの１０種のなかでも,ﾆｼﾞﾏｽ,ハクレンのように再生産の期；寺できないものと,ア

ユ，マル夕のように現在の多摩川の汚れてはおそらく天然には遡河はないと考えられるものり

コイのように寿命がながいため，１回放流すればかなりの期間生息はできるが,…繁殖してい

るかどうか不明のもの伽及びヤマメ，ギンプナ，ゲンゴロウプナ，ウグイ〆オイカワ，のよ

－４－



うに多摩川でも繁殖している魚の４タイプに分けられる。後者としてば，変モロコ，ハス，

ヒガイ，カワムツ，ソチフキなどが考えられる。～八

今回の調査で全然とれなかったか，また，とれてもわずかで，過去にはかなりとれていた

魚が７～８種あるoその理由として，多くのことが考えられる。そのうちタナゴ類は，その

産卵習性として，大型の淡水員を必要としており，これらの貝が生息できるような場所もあ

まりないことから，ヤリタナゴ，バラヌナゴは生息していないと考えられ，タイリクパラタ

ナゴは混入移殖魚として昨わずかに生存していると思われる。ホトケドジヨウは温zk域に生

息するにもかかわらず，清流を好承，必ず湧水のあるところに生息する習性があるため外現

在の多摩川では生存は困難と考えられる。ウナギ，カムルチー，ギパチルナマズ等は底生性

の魚であり，こｵLらの減少は底質の悪化と考えられるが，漁獲方法にも問題があり，春－．夏

の調査結果によって検討を加えたい。

２魚類相の水平分布

投網により漁獲した主な魚の分布図を尾数別及び重量別に，４８年秋については図２ズ

２８及び表５に，４９年夕については図２２５０及び表４に示した。また，地曳網で漁獲し

た魚については図５１．５２及び表5.6にピンドウで漁獲した魚については表ス８に示した。

ｋお，４９隻冬の漁獲魚のうちのフナの１部については，ギンブナかキンブナか制憲が困難：．････Ｉ、ｉｆ・

なものがあったのでそれらはその他として分布図に加えた。－イズ`,～?－、ＰｌＢＯ｡,

魚類相の水平分布を多摩)'|の上流部から下流部に向って述べ;rしば，次のとおり歪鮠。、

上流地域におげる魚類相はきわめて単純で，柳淵橋より上流においては，ヤマ殿，カジカ，

ウグイの５種しかみられない。漁獲尾数からみても，重量からみてもこの地域におい工はウ･`､恥.`.'６

グイ（東京での俗称ハヤ）が優位にあり，次にヤマメが優位にある。こγしば釣４８年秋，

1乳,年冬とも全く変らない。このように魚類の種類が限定されている第１の理由は，水温の

低いことであり，葉２の理由としては流れが早いことがあげられる。従って，川井ダムのよ

うに大きなi勘d或があると，キンプナ等が生息することがある。カジカは過去にはもっと沢山

いたことが知られており，この戯少は上流の地域開発による水質の悪化等が大きく影響して

"いると考えられる。

～柳淵橋より約５肱下った多摩川橋付近でも，優位にある魚種は相変らずウグイであ鷲るが，，

次に優位にあるものとしてヤマメの代りにオイカワが登場してくる。この魚はヤマメよりは

適温域かやや高いためあまり上流にはおらず。冬期には多摩川橋より上流には全くみられな

い。(な猫，ウグイの適温域はかなり巾が広く，適当な瀬ときれいな水であれば，かなり下流

－５－



にまで生息する。また，オイカワもかなり下流の二子橋付近まで普遍的にみられる。Ⅱ

４８年秋には永田橋をすぎるころからやや魚種が増えはじめ，これは拝島僑をすぎてが多

摩大橋になると魚種は更に増え，１０種以上となる。これが４９年冬には，魚種のふえる地

域がやや下り，魚種が増えはじめるのは，拝島橋からで多摩大橋になると，秋と全く同じよ

うに１０種以上になる。従って，拝島僑附近をざかりとして〆上流と下流の魚類相が変ると

考えられる。昭和５２年の大島の報告以降急激に増加したモソゴ（東京での俗称クチポソ）

がみられはじめるのも，秋には永田橋，冬には拝島橋からである。尾数からみると，以後モ

ツゴは丸子堰下まですべての地点で優占種の１つとなっている。

多摩大j喬より更にくだって，２回目に魚種が豊富になるのは大丸の堰下である。この地点

は堰の下でありながら非常に河川形態が複雑で，瀬，淵，砂地，泥地，じゃり地等いないろ

のケースがみられるためで，魚種州６種と全流程のなかで，この地点の魚種が最も(塞ぐi，

また漁獲尾数も最も多い。大丸より下流では，丸子堰下をすぎると急激に/魚,種〆魚量どもに

減少する。なお，丸子堰までの重量:からみた最多漁獲地点は二ケ領堰上である｡【これは堰に

より，静水面積が極端に増加するため，コイ，フナ類のような大型の魚が塘加するためであ

る。重量からみると，関戸から下流の優占種はフナ類及びコイということ｛ができよう。

丸子堰下においても魚が多く生息している。これらはすべて淡'水魚であり，ここより下流

では淡水魚は極端にへってしまうことから，おそらく，塩分bより'逃れるため,、魚が丸子堰下

へみな集まってしまうと考えられる。九:子堰下より下流の多摩)||大,鱈でどれた淡水魚はタモ

ロコアギンブナ，モソゴのわずか５種にすぎない。タモロコ，モツゴ，ギンブナぱ塩分，汚

染に対してかなり適応性が強い魚といえる。

ガス橋より下は汽水性または内湾性の魚，例えばマハゼ，スズキ，ボラ等がもっととれて

よいと考えられるが）今回は大師橋でわずかなマハゼ，コノンロ，サツパがとれただけであ

る。これらの魚種は冬期は海に下ってしまうものもあるので，春・蔓の調査結果をみないと

どの程度魚がのぼってきているか把握しがたい。

昭和２～１０年の中村の報告及び昭和５２年の大島の報告と比較して，魚類分布相の大き

な変動の１つは，カジカ，ニゴイがそれぞれ大分上流域へ移ったことである。カジカは今回

の調査では羽村堰より下では全くとれなかったし，ニゴイも従来赤岩，二子橋付近に多く生

息していたはずのものか，そこでは全くとれず，大丸より上となっている。２つめの大きな

変動は１部の魚種が大巾に増加し，生息域が広くなっていることである。たとえば，モツゴ

は昭和１０年頃は丸子の堰の下にしかみられなかったものが;》今回の調査では羽村堰の下ま
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で生息しており，モツゴは典型的な汚水に強い魚ということができよう。タモロコもモツゴ

に似て，最近急速に増えだした魚でこれも汚水に強いと考えられる。モツゴに比較してやや

流れのあるところを好むようである。モツゴとともに多摩川にとってあまり好ましいもので

はない魚の増加はフナ類である。フナ類はコイより汚水に強いといわれる。都内では多摩川

より汚染された神田川でも一番多く生息していたのはフナ類で，この増加は多摩川の水質の

悪化傾向を示すものといえる。

文献〕

1．中村守純：多摩川の現状，サカナ.，ＵＲＢＡＮＫＵＢＯＴＡ．，７，

１８～１９（１９７２）

〔Ⅳ文

Ｚ大島正満：多摩川下流で採集した魚類に就いて魚類学雑誌.'６（１１２），

１４～１９（１９５７）

3．中村守純：多摩川流域自然環境保全調査報告書（観光資源保護財団）．動物相，

魚類，１６～２９（１９７５）
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表１秋ttjj及び冬期における調査日
PPP1
F

ｚｚｗＵ雫陵

８－

秋． ＩＯ

Ｃ．$

年 月日 時刻 天候 ､水温 ｐＨ 透視 雫度

１
‐ 日原)||合流点 ４８．１０．２５ ’３０ ◎

１２．５℃

～１２．８
ス８ ＞５０

ハ
ム )||丼堰上 ４８． ’０．２５ １１〃ｄｏ Ｃ）

１４．２

～１４．６
8.1～８．
0｡ロ0Ⅱ

'~〕

出､◇ ＞３０

５ )||井堰Ｔｌま調査できず
Ｇ５｡●sd今B

OC

４ 柳淵橋 ４８．１０．２４ ヌ２０ (｡， １５．６ 8．１ ＞３０

５ 診摩川橋 ４８．１０．２４ 1２．５０
／"。､.

■1凸①■■
１５．７ 8． ワ

・９，．
０－，し■

＞３０
Ｑ０勺￣

６ 永田橋 ４８．１０．２６
０７
－

。
抑

へ。ユ
ゲ
ー
、 １５．５

、；ｐ

Z７

￣〒

Ｐ

＞３０

７ 拝島僑 ４８．１０２６ ？ ４０ １６．４ ス７

０－，→．！

＞３０

８ 多摩大橋 ４８．１０．２７ 1５．００ に;j） １５２ スヨ ＞３０

９ 日野橋 ４８．１０．２．７ ｑ５０ ｡ １ス５ 6．８ １０

１０ 関戸堰上
Ｉ、 ４８．１０．２４

１１．６
1２４５ の

１８．４

１４．６

ス５

Z０
１２．９

１１ 関戸堰下
４８．１０２４

１１．６
１２．００ ①

１２０

１４．１

．Z２

ス２
２６．５

１２ 九壇上
４８．１０．２４

２５
1４．４０ ◎ １８．９ 6.9 145

～■

が 大丸堰下
４８J１０．，２５

↑１． ８
１２J１，Cｒ ;◎

１ス５

・１４．２

ズ０

Z２
＞５０

１４ 多摩１１１原橋
４８．１０．２５

１１．'９
､１１．５０ ①

１５．８

１８．７

ス４

Z６

２５．５

＞３０

１：」 二ケ領堰上
４８．１０．２５

’１．９
１５．４０ (，

１２６

１４．８

8．２

z（〕

２６

＞５０

１６ 二ケ領堰下は調査できず

１７ 二子"橋 ４８．１１．２０ １１．１０ ① １１．５ ス１ １１１〕

１８ 赤岩 ４８．１１．２０ １０．１０ ①
１２．２

～１２．５
Ｚ２～ズ４

２５．０

＞５０

１９ ﾊ』子矯上 ４８１１．２７ １Ｚ１．００ ｢〕
～"

１１．０ Z０ ２２．０

２０ 丸子橋下 ４８．１１．２７ 1０．５０ ○
１０．９

～１１．４
ス０

１８．７～

２２．０

(）１ ガス橋

２２ 多摩)|けく橋 ４８．１２．７ 1４．５０ ○ １０．６ ７２ ２１

２６ 六郷橋 ４８．１２．７ １３．００ ○ １２．７ z４ １９

２４ 大師橋 ４８．１２．７ 1０．５０ ◎ １００ 8.1 ２５．５

２５ 新井･篇 ４８．１１．７ ２５０ ○ １５．８ ス５ ２７

２６ 沢戸僑 ４８．１１．６ ９１５ ● １１．９ Ｚ５ ＞３０

２７ 東秋川橋 ４８．１１． ６ １５．４５ ● １５．０ 6．９ ＞３０

２８ 拝島堰 ４８．１０．２６

２９ 大沢橋 調査せず

５０ 笹平橋 ﾉア
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冬『

年月日

時

fﾗﾋﾞ侯 水温 ＰＨ 透視度

４９５． ワ ’３０ 。 6． ベ 3．０ ＞う 、

４９５．２ １２．１５

Ｆ
）

6．５ Z７ ＞ろ０

４２５．２ RSO

Ｉ
ｊ

ｒ
）

5.5 3．１ ＞５０

４９２２８ 1２．３０ 。 ZＯ 8．１ ＞５０

４２２．２８ ２１５ ○ 6．５ ス７ １５

４２２．２７ ２５０ (， 5．７ Z５ １４

４９２．２７ 1２．５５ ○ １１２ 8．１ １１〕、５

４２２．２７ １２．４５ ◎ １ 2.8 6．９ ７

4,２． １ ９ １１．００ 。 ２８ ス５ ＞５０

４９２１９ １２．００ 。 ９８ ス５ ＞５０

４２２．１９

5．２
１１．４０ 。 １０．５ Z５ ２５．５

４９ ？ １９ 1２．５０ ◎ １０．５ ス５ ２５．５

４２２．２１ １１．１０ ① z２ ス４ １６．５

４２２２１ １０．５０ C） 6.8 Ｚ２ １Z８

４９２．１９

6．４
１１．３０ の

１１．７

6．８
ス２ １８．５

４２２１２ １０．４０ ① Ｚ５ Ｚ５ １４

４２２．４ １０２０ の ズ５ Z１ ＩＺ２

４，２．４ １１．２０ ① Ｚ４ Z２ １８．０

４９２．１５ １０．００ ◎ 6．８ ス２ １６．５

４２２．１５ １０．５０ ◎ 6．７ ス２ ＩＲ５

４２２．１５ １２．４０ ◎ 6．５ Z２ １６．０

４２２．１５ １５．００ ◎ Z４ ス２ １４．０

４２２．２６ １０．００ ○ 8．０ ス６ ス ミ

４２ 。． Ｒ
、グ 1２５５ (、 ８１ 8.2 ＞５０

４２５．５ ＱＯ５ ① Z６ 6．９ ＞５０

調査せず

４２５．６
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